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無
添
加
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と
い
う
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け
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は
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健
康
住
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言
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？

は
じ
め
の
サ
イ
ン

03

健
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自
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カ
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ケ
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ラ
ン
ド

04

四
季
の
自
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と
調
和
す
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サ
イ
ン
二
〇
二
〇
年
夏
号
を

お
届
け
い
た
し
ま
す

世
界
の
有
り
様
が
変
わ
り

季
節
は
う
つ
ろ
っ
て
も

私
た
ち
の
行
方
は

見
晴
ら
せ
な
い
ま
ま

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

都
市
の
空
は
澄
ん
で

光
る
海
を
風
が
渡
り

森
が
息
を
吹
き
返
す

再
生
の
時
に
な
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

で
き
る
こ
と
を
考
え
る
ヒ
ン
ト
が

サ
イ
ン
で
見
つ
か
り
ま
す
よ
う
に

カ
イ
ケ
ン
か
らら
、
い
ま
おお
伝
えええ
し
た
し
い
こ
とと

カ
イ
ケ
イ
ケ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
株
式
会
株
式
会
社社
代
表
代

健
康
住
健
康
住
宅
ア
ド
バ
イ
ザ
ーー

Sun
Su

ao U
rakamam

i

浦
上
浦

直直

家
族
をを
守守
れ
る
ララ
イ
フ
ス
タタタ
イイ
ルル

マ
イ
クク
ロ
ソ
ロ
フ
ト
フ
創
業
者
のの
ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
氏
は
２
００
１

５
年
当
時
か
ら
人
類
の
最
大
の
大
敵
は
敵
ウ
イ
ル
ス
ル
ス
で
あ
る
と
の

危
惧
を
示
し
て
い
ま
し
た
。

「
私
た
ち
た
ち
の
世
代
が
代

最
も
最
も
恐
れ
恐
れ
準
備
準
備
を
進
め
る
べ
きき
な
の

は
、
戦
争
に
よ
る
核
爆
弾
爆
弾
で
は
な
く
、
空
気
感
染
す
る
ウ
イ

ル
ス
で
あ
る
」

※

２
０
１
５
年
５

ビ
ル
・
ゲ
イ
ツ
氏
Ｔ
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
Ｌ
Ｋ
で
の
講
演
よ
り

今
、
地
球
地

は
二
酸
化
炭
素
の
増
加
に
よ
り
気
温
気

が
上
が

昇

し
、
異
常
気
象
化
と
化
な
り
、
大
水
害
や
台
風
被被
害
、
北
極
や

南
極極
の
氷
の
融
解
、
そ
れ
に
よ
る
海
水
面
の
上
の
昇
と
太
平平
洋

の
島
国
の
沈
没
沈
危
機
な
ど
が
現現
実
に
実
に
起
こ
っ
て
い
ま
い
す
。

自自
然
を
破
壊
し
緑
地
を
無
く
せ
ば
せ
ば
動
植
動
物
の
生
態
生
態
系
や
系
や
生生

息
に
息
に
も
影
も
影
響
を
響
及
ぼぼ
し
、
人
間
と
自
然
動
然
物
の
生
活
生
、
生
息

範
囲
の
境
の
目
が
曖
昧
に
な
り
、
こ
れ
ま
で
ま
で
に
経
験
し
て
い
な

い
ウ
い
ウ
イ
ル
イ
ス
や
細
菌
か
ら
の
感
染
が
染
起
こ
起
る
と
警
告
警
し
て
い

るる
学
者
も
者
も
い
ま
い
ま
い
す
。
す
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ン
環
境
活
動
家
グ
レ
タ
・
ト
ゥ
ー
ン
ベベ
リ

さ
んん
、
当
時
161
歳
の
彼
女
が
国
連
で
各
国
の
首首
脳
を
脳
前
に
演

説
し
説
し
た
の
た
の
は
ま
だ
記
憶
にに
新
し
い
出
来
事
で
す
。

彼
女
は
同
国
同
国
の
永
の
久
凍
土
が
融
け
出
し
て
美
し
い
景
観
がが

一
変
し
て
い
る
こ
と
に
対対
し
て
、
経
済
優
先
の
政
策
が
原
因

で
あ
で
あ
る
こ
る
こ
と
を
と
を
指
摘
し
、
地
球
滅
亡
滅
亡
は
す
ぐ
近
く
ま
で
迫
っ

て
きき
て
い
る
と
訴
え
訴
て
い
ま
し
た
。

永
久
凍
土
がが
融
けけ
出
せせ
ば
、
何
十
何
万
年
も
の
も
間
、
凍
土
の

中
で
眠
っ
て
いい
た
未
知
の
知
ウ
イ
ル
ス
ル
ス
や
細
や
細
菌
がが
復
活
復
活
す
る
す
可可

能
性
が
あ
る
こ
と
に
も
私
た
ち
は
目目
を
向向
け
てて
お
か
お
な
け
れれ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
に
お
いい
て
も
経
済
優
先
の
政
策
をを
取
っ
取
て
き
た
か
ら

こ
そ
、
今
、
今
の
発
の
発
展
や
繁
栄栄
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。
そ
れ
そ
に

対
し
て
否
定
はは
い
た
い
し
ま
し
ま
せ
ん
せ
ん
が
、
が
た
だ
こ
の
ま
ま
ま
ま
で
は
今

後
の
地
球
の
運
命
や
人
類
人
の
生
の
生
命
を
命
を
脅
か
脅
か
す
事
す
事
態
に
態態態
な
る
こ

と
を
想
像像
す
れ
ば
、
ば
や
は
や
は
り
考
り
考
え
直
え
し
てて
い
く
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
そ
の
こ
と
を
警
告
し
て
い
るる

よ
う
に
思
え
ま
え
ま
す
。

弊
社
はは
創
業
以
来
、
地
球
環
境
蘇蘇
生
を
生
社
是
に
し
て
発
展

し
て
き
た
企
業
で
す
で

。
住住
む
人
む
人
に
と
に
と
っ
て
っ
て
、
安
、

全
で
全
で
健
康

で
、
そ
し
て
環
境
に
優
し
い
家
づ
く
り
を
り
を
モ
ッ
ト
ー
に
建
に
築築

資
材
資
の
研
のの
研
の
研
究
・
究
開
発
を
行
っ
てて
き
まま
し
た
。

住住
む
人
の
命
を
最
優
先
に
考考
え
た
え
た
健
康
健
康
自
然
自
然
建
材
建
材
、
家家
の

空
気
を
変
を
変
え
る
「
幻
の
漆
喰
」
や
免
疫
力
を
力
高
め
る
「「
音
響
音

熟
成
木
材
木
」
な
ど
を
ど
をを
開
発
開
し
、
ま
た
そ
の
素
材
を
最
を
最
大
限
に

活
か
し
、
尚
且
つ
新新
建
材材
、
集
成
材
、
ビ
、、
ビ
、
ニ
ー
ル
クク
ロ
ス
、

塗
料
等
の
等
化
学
化
物
質質質
を
含
む
建
材
をを
一
切切
使
用
使
用
し
な
し
い
、
い
新新

た
な
たた
次
元
の
健
康
住
宅
ブブ
ラ
ンン
ド
「
ド
空
気
空
気
が
う
が
ま
い
家
」
を
」
を

完
成
さ
せせ
ま
し
た
。
命
をを
最
優
最
優
先
に
先
に
考
え
考
た
日
た
日
本
で
本
最
高高
峰

の
安
全
で
健
康
健
康康
なな
住
な
宅
で
す
。

「
幻
「
幻
の
漆
の
喰喰
」
が
鳥
取取
大
学
大
学
と
の
と
共
同
共
同
研
究
研
究
に
て
に
て
鳥
イ
鳥
イ
ンン

フ
ル
エ
ン
エ
ザ
ウウ
イ
ル
イ
ル
ス
の
ス
の
感
染
感
染
価
を
価
を
１
０
１
０
００
万
分
万
のの
１
に
す
に

る
と
い
う
結
果
結
果
を
出
を
し
ま
し
た
。

ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
は
人
や
動
物
動
物
のの
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
は
と
異
な
るる

Ｒ
Ｎ
Ａ
の
遺
伝
子
を
持持
ち
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ザ
ウ
イ
ルル
ス
も
ス

新
型
新
型
コ
ロ
コ
ロ
ナ
ウ
ナ
イ
ルル
ス
もも
同
じ
同
遺
伝
遺
伝
子
情
子
情
報
をを
持
っっ
て
い
て
い
るる

こ
と
が
分
が
分
か
っ
て
い
て
ま
す
ま
。

あ
く
ま
く
ま
で
可
能
性性
の
話話
に
なな
り
まま
す
がが
、
鳥
取
大
取
学
で
の

実
験験
で
上
で
記
の
記
の
結
果
結
を
得
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、、
「
幻
「
幻
のの

漆
喰
漆

」
はは
他
の
ウ
イ
ル
ス
に
対対
し
て
し
も
類類
似
の
効
果
効
を
発
を
発
揮揮

す
るる
の
で
は
なな
い
かか
と
い
う
希
望
的的
観
測測
を
立
を
立
て
る
て
こ
と
が

出
来
出
来
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
「
幻
の
漆
喰喰
」
を
使
用
し
た
住
宅
は
ここ
の
1881
年
間
で

全
国
に
２
万
２
棟
以
上
建建
て
ら
れ
て
き
ま
し
た
し
が
、
家
庭
家
庭
内
感
内
感

染
の
報
告
例
が
例
がが
記
憶
記記
に
なな
い
く
い
く
ら
い
ら
い
極
め
極
め
て
少
て
な
い
な
い
の
も
の
ももも
、、

そ
の
裏
付
裏
け
の
一
つつ
と
言
え
る
え
る
で
し
で
し
ょ
う
ょ
。
も
。
も
ち
ろ
ちち
ろ
ち
ん
弊
んん
社社

の
事
務
所
や
自
宅
で
も
同
も
同
様
で
様
でで
す
の
す
のの
で
、
で
自
身
の
生
活
の
活
の
中

で
も
そ
の
こ
と
は
実
は
実
感
済
感
み
で
み
で
も
あ
も
り
ま
す
。
す

弊弊
社
が
開
発
し
た
新
次
元
のの
健
康康
住
宅宅
ブ
ラ
ブ
ン
ドドド
「
空
「「
気

が
う
が
う
ま
い
ま
家
」
は
空
気
空
感
染
か
ら
住
む
人
を
人
を
人人
守
り
守
、
さ
ら
に
ら

免
疫
力
を
高
め
高
め
高
て
く
て
く
れ
る
ウ
イ
ウ
ル
ス
に
強
い
家
い
で
すす
。

今
後
、、
新
型
新
型
コ
ロ
コ
ロ
ナ
ウ
ナ
ウ
イ
ル
イ
ル
ス
とと
は
長
い
共
い
共
存
に
存
に
な
る
な
かか

と
思思思
い
まま
す
。
す

「
幻
の
漆
喰喰
」
と
「
音音
響
熟
響
熟熟熟
成成
木
材
木木
」
の
」
のの
部
屋
部部
屋
で
安
で
安
心心

し
て
暮
ら
暮
ら
し
、
し
家
族
を
守
れ
る
れ
る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
をを
ご
提提
案案

い
た
い
た
し
ま
し
す
。
す
。

meesssaage

S tS t aya  Home ,  S a vva e  e  FaFamimi lyl y

う テ ー マ で お 届 け して い る
『SAiN』。2020年夏号の表紙は、
「パッションフルーツ」です。英語の
「passion」といえば「情熱」の意味
ですが、パッションフルーツの場合、
「キリストの受難」を表すそうで
す。
時は16世紀の大航海時代、南米に
渡ったスペインのイエズス会士がこ
の花の十字の形を目にし、キリスト
が磔（はりつけ）になった十字架に
見立て「受難の花：Passiflora」と
呼んだことが由来になったとされて
います。
一方、日本では、この種の花を時計
の文字盤に見立てて「時計草」と名
づけ、パッションフルーツの和名は
「クダモノトケイ（果物時計）」と
なっています。夏

の
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ョ
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わ
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こ
れ
こ
そ
が
、

「
引
越
し
た
後
も
本
当
の
健
康
住
宅
」

な
の
で
す
。
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ピュアケアウォール
幻の漆喰

天然の空気清浄器
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音響熟成 木材®

うづくりの床
素足にやさしく心地いい床材

® そとかべ幻の漆喰

光熱触媒作用で
「経年美家」を実現

®
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音響熟成 木材

免疫力をアップする木「財」

リニューアル進行中
最新情報はウェブサイトでどうぞ
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①焼肉などの臭いは２時間程度でほとんど感じなくなる ②タバコ
の煙・臭いは吸いながら分解 ③ペット臭がほとんど感じられず、
ペットのうぶ毛はほとんど浮遊しない ④手垢が付きにくい ⑤綿ぼ
こりが発生しにくい（テレビへのホコリの吸着が少ない） ⑥アト
ピーの反応が緩和される ⑦ぜんそく・鼻炎・花粉症の反応をやわ
らげる ⑧抗菌作用 ※大腸菌・黄色ぶどう球菌・サルモネラ・腸炎
ビブリオ（日本食品分析センター） ⑨鳥インフルエンザウイルス感
染価が１００万分の１に ※鳥取大学伊藤教授と共同研究 ⑩花粉
症の原因物質を低減・抑制 ※埼玉大学大学院王教授と共同研究

幻の漆喰「10の特徴」

無添加
というだけでは

健康住宅
と言えない？

はじめの S A i NBRAND 「空気がうまい家®」をつくるカイケンの健康自然建材
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音
響
熟
成
木
材
・
幻
の
漆
喰
・
清
活
畳
を
使
用
し
た

家
族
に
や
さ
し
い「
空
気
が
う
ま
い
家
」。

全
国
に
広
が
る
そ
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

空
気
が
う
ま
い
家

全
国
体
感
録

☜  N e x t

二
〇
二
〇
年
福
岡
県
行
橋
市
に
完
成
し
た
Ｔ
様
邸
。

広
々
と
し
た
土
間
と
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
屋
内
外
を
つ
な
ぎ
、

吹
き
抜
け
の
住
空
間
が
開
放
感
を
広
げ
る
38
坪
２
階
建
の
お
住
ま
い
で
す
。

そ
こ
は
ま
た
、鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
感
染
価
を

一
〇
〇
万
分
の
一
に
す
る
幻
の
漆
喰
と
、

免
疫
力
を
高
め
る
杉
の
力
が
活
か
さ
れ
た
音
響
熟
成
木
材
を
使
っ
た
、

ウ
イ
ル
ス
か
ら
家
族
を
守
る
家
で
も
あ
り
ま
す
。

福
岡
県

T
様
の
お
住
ま
い
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空気がうまい家  全国体感録　◉福岡県 T様邸

理想の暮らしを実現する、住まい手と作り手のコラボレーション

「家」と「庭」を繋ぐように設計されたウッ
ドデッキ。広い玄関の土間空間と共に、
「内」と「外」の中間ゾーンは暮らしの楽
しみを広げてくれる場になります。

土間玄関から二階まで吹き抜けで繋が
り、さわやかな風が通る開放的で心地
いい大空間。自然の力を活かした、夏涼
しく冬暖かいパッシブな設計です。

音響熟成木材「黒」のちゃぶ台は、この上ない和み
アイテム。窓の向こうのウッドデッキと庭を眺めて
いるだけで、幸せを感じてしまいそうです。

光がたっぷり入る二階の空間は、多様な使い方ができそう
です（写真上）。ご主人の書斎を兼ねる和室（写真下）。奥
の壁に備え付けの机の下は掘りごたつ式になっていて、時
が経つのも忘れてしまいそうな居心地です。

それぞれの空間に凝らされた知恵と技術が生む心地好さ

音響熟成木材を使ったオリジナル家具
も絵になります（写真上）。キッチンには
使い勝手のいいカウンターも（写真下）。
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L i f e s t y l e  To  P r o t e c t  Fam i l y  F r o m  Vi r u s

感染のリスクを減らし
免疫力を高めるライフスタイル

※1：厚生労働省「新型コロナウイルスに関するQ&A」より（https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/dengue_fever_qa_00001.html#Q2-1） ※2：米国国立衛生研究所（NIH）、米国疾病管理予防センター（CDC）、
カリフォルニア大学ロサンゼルス校（UCLA）、プリンストン大学の研究者らによる発表 ※3：毎日新聞2011年5月20日「漆喰に殺ウイルス能力」記事内より ※4：「木造校舎の教育環境－校舎建築材料が子ども・教師・教育活動に及ぼす影響」
（財）日本住宅・木材技術センター発刊（2004年）

FEATURE

フルエンザウイルス（H5N3型）の培養実験で、幻の漆喰®に塗っ
たウイルスの感染価（感染性ウイルスの数）が30分後に100万分
の1に低下しました。センターの伊藤教授は幻の漆喰®の主成分
の水酸化カルシウムが水分を含んで強アルカリ性になり、ウイル
スを死滅させたと分析しています。
同様の実験で幻の漆喰®ピュアケアウォール®でも同等の結果と
なり、抗ウイルス効果を実証しています。

鳥インフルエンザウイルス感染価を100万分の1
にする幻の漆喰®喰喰  幻の漆喰®喰喰 ピュアケアウォール®

花粉症研究の第一人者である埼玉大学大学院王教授との共同
研究で、花粉症原因物質の花粉アレルゲン濃度を幻の漆喰®が
約93％、幻の漆喰®ピュアケアウォール®が約98％、大幅に低減・
抑制することが実証されています。

花粉症の原因物質も大幅に低減

木の命が生きている音響熟成®木材は、心安らぐさわやかな天然
のアロマで、やわらかくぬくもりのある手ざわり。その木目は目に
も優しく、心身ともにリラックスできる空間を生み出します。フ
ローリング材は年輪の凹凸が足の裏を心地良く刺激する「うづく
り」加工で、夏はべたつかず、冬は冷たくなりすぎず、一年中快適
です。免疫力にとって、ストレスは大敵。自然の息吹が香る無垢・
無塗装の音響熟成®木材を使った住空間で、日々のストレスを癒
し、ウイルスに負けない健康的な日々をお過ごしください。

ストレスを癒すリラックス空間で健康的に
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力
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に
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る
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ル
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強
い
住
環
境

●
物
の
表
面
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し
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ル
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間
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壊
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て
し
ま
い
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す
が
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の
種
類
に
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っ
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は
24
〜72〜〜
時
間
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ら
い
感
染
す
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力
を
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と

い
わ
れ
て
い
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す（※

１
）。

●
新
型
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ロ
ナ
ウ
イ
ル
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の
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ッ
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表
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い
う
研
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結
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２
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テ
ン
レ
ス
や
表
面
が
コ
ー

テ
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さ
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仮
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。
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光
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ザ
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０
０
万
分
の
１
に
低
減
す
る

効
果
が
実
証
さ
れ
て
お
り
、ウ
イ
ル
ス
の
基
本
構

造
は
ど
れ
も
同
じ
た
め
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

な
ど
に
も
同
様
の
効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す（※

３
）。

●
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
大
敵
は「
乾

燥
」で
す
が
、本
物
の
無
垢・無
塗
装
の
音
響
熟
成

木
材
に
は
、室
内
の
湿
度
を
調
整
す
る
作
用
が
あ

り
ま
す
。こ
の「
調
湿
作
用
」を
持
つ
木
造
の
建
物

は
、イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
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を

引
き
出
し
た
本
物
の
健
康
自
然
建
材
。ウ
イ
ル
ス

か
ら
家
族
を
守
る
住
環
境
と
は
、自
然
の
力
が
活

か
さ
れ
た
住
環
境
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ぜ
ひ
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
や
見
学
会
な
ど
で「
空
気
の

違
い
」を
ご
体
感
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

【手洗い・うがい・マスク・消毒で感染予防】
まずはウイルスをできるだけ体内に入れないことが重要
です。こまめな手洗いやマスクの着用は基本ですね。

【バランスのいい食事を食べ過ぎず】
免疫力を高めるには、栄養バランスのいい食事が欠かせ
ません。食べ過ぎや不規則にならないよう気をつけて。

【入浴・運動で血行を良くしておく】
免疫の働きを良くするためには、血行を良くしておくこと
も大切です。日々の入浴や適度な運動を積極的に。

【体内時計を意識してぐっすり睡眠を】
睡眠不足やストレスは免疫力を低下させます。「体内時
計」を意識して自然のリズムにそった規則正しい生活を。

音響熟成®木材は、木に熱などの負荷をかけない独自の「音響熟
成®」で大切な油分やエキスを残し、杉が持つ本来の力を活かし
ています。杉には、ウイルスや細菌毒素などから生体を守る「免
疫グロブリンA」の増加を促し、人間の免疫力を高める効果があ
るとされています。木の命が木材の命に引き継がれた音響熟成®
木材は、免疫力を高める杉の力が存分に引き出された木材です。

免疫力を高める音響熟成®木材

ウ
イ
ル
ス
か
ら
家
族
を
守
る

住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

今
回
の
特
集
で
は
、ウ
イ
ル
ス
か
ら
家
族
を
守
る
こ
と
が
で
き
る

住
ま
い
と
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
の
時
代
は
、

本
当
に
価
値
あ
る
住
ま
い
が
問
わ
れ
て
い
る
時
代
で
も
あ
り
ま
す
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
。

家
で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
、

あ
ら
た
め
て「
安
全
で
健
康
な
住
ま
い
」の
大
切
さ
に
つ
い
て

考
え
ら
れ
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
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今
年
は
、
例
年
と
は
全
く
違
っ
た
春
の
過
ご
し
方

を
し
た
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
例
年
な
ら
、
近
所
の
方
と
集
ま
り
、
春
の
キ

ノ
コ
や
山
菜
を
採
り
に
い
く
の
で
す
が
、
大
人
し
く

過
ご
そ
う
と
し
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
我
慢
で
き
ず
に
、
息
子
達
と
少
し
だ
け

山
と
川
に
出
か
け
て
山
菜
摘
み
を
楽
し
み
ま
し
た
。

た
だ
、
例
年
と
異
な
っ
た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で

見
え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
外
に
出
て
思
い
切
り
遊
び
た
い

・
友
達
と
集
ま
っ
て
楽
し
い
会
を
し
た
い

・
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
た
い

や
っ
ぱ
り
人
っ
て
、
こ
う
い
う
事
が
好
き
な
生
き

物
な
ん
だ
な
ぁ…
。

き
っ
と
あ
な
た
も
、
「
も
の
」
が
欲
し
い
と
い
う

気
持
ち
以
上
に
、
こ
う
し
た
「
体
験
的
・
活
動
的
な

こ
と
」
が
好
き
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
感
じ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
話
と
矛
盾
す
る
点
も
人
は
も
っ

て
い
る
よ
う
で
す
。

い
く
ら
「
体
験
的
な
こ
と
」
が
好
き
な
生
き
物
と

言
っ
て
も
、
そ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
は
苦
手
だ
と
い

う
側
面
を
誰
も
が
も
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、

「
健
康
の
た
め
に
毎
日
軽
い
運
動
を
す
る
」

「
新
し
い
資
格
を
と
り
た
い
か
ら
毎
日
勉
強
す
る
時

間
を
確
保
す
る
」

と
心
に
誓
っ
て
も
、
な
か
な
か
続
け
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
し
か
も
、
そ
れ
を
三
年
以
上
も
継
続
さ

せ
る
な
ん
て
、
か
な
り
難
し
い
も
の
で
す
。

そ
し
て
、
難
し
い
か
ら
こ
そ
、
三
年
以
上
継
続
す

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
見
違
え
る
ほ
ど
人
は
成
長
す

る
こ
と
も
で
き
る
し
、
大
き
な
成
果
も
出
や
す
い
と

い
う
こ
と
も
私
た
ち
は
知
っ
て
い
ま
す
。

「
何
か
す
る
こ
と
は
好
き
だ
け
ど
、
続
け
る
の
は

苦
手
」…

こ
う
し
て
言
葉
に
し
て
み
る
と
、
人
っ
て

不
思
議
だ
な
ぁ
と
思
う
と
同
時
に
、
不
思
議
だ
か
ら

こ
そ
面
白
い
の
か
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。

こ
ん
な
事
を
言
っ
て
い
る
私
も
、
実
は
、
最
近
継

続
に
失
敗
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

「
庭
の
端
に
生
え
て
い
る
雑
草
を
毎
日
少
し
ず
つ

で
も
抜
こ
う
」
と
い
う
計
画
で
す
。

も
し
こ
れ
を
秋
ま
で
毎
日
実
践
す
れ
ば
、
き
っ
と

雑
草
一
つ
な
い
整
備
の
行
き
届
い
た
庭
に
な
る
だ
ろ

S AiN E x t r a  E s s ay  b y  Own e r  2020 S umme r  I s s u e  #15

す
が
、
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
で
種
や
苗
を
購
入
し
て
き

て
も
、
一
年
目
は
あ
ま
り
成
長
し
ま
せ
ん
。

け
れ
ど
も
、
二
年
目
に
な
る
と
種
や
苗
を
購
入
し

な
く
て
も
、
雑
草
の
様
に
生
え
て
く
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。
な
ぜ
か
そ
う
し
て
生
え
て
き
た
も
の
は
、
世
話

を
し
な
く
て
も
た
く
ま
し
く
育
っ
て
い
く
も
の
で
す
。

左
の
写
真
は
、
三
年
目
を
迎
え
た
赤
紫
蘇
で
す
。

も
ち
ろ
ん
、
種
を
購
入
し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
赤
紫
蘇
に
は
申
し
訳
な
い
の
で
す
が
、
昨
年
生

え
て
い
た
こ
と
す
ら
忘
れ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、

こ
う
し
て
生
え
て
き
て
い
る
の
で
す
。

彼
ら
と
話
が
で
き
る
と
、
と
て
も
楽
し
い
と
思
う

の
で
す
が
、
き
っ
と
こ
ん
な
物
語
が
あ
っ
た
の
で

し
ょ
う
。

一
年
目
は
、

「
な
ん
だ
か
知
ら
な
い
土
地
に
来
た
か
ら
生
活
し
に

く
い
な
ぁ
。
で
も
、
な
ん
と
な
く
こ
の
地
の
こ
と
が

分
か
っ
た
か
ら
、
子
ど
も
に
は
こ
の
地
で
生
き
る
コ

ツ
を
教
え
て
お
こ
う
。
」

そ
し
て
、
こ
の
地
で
生
き
る
二
世
代
目
の
赤
紫
蘇

は
、
要
領
よ
く
生
き
、
我
が
家
の
そ
う
め
ん
の
薬
味

と
し
て
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
三
年
目
。
彼
ら
は
、
も
う
こ
の
地
で
生
き

る
ベ
テ
ラ
ン
な
の
で
し
ょ
う
。
発
芽
す
る
量
も
随
分

増
え
て
、
自
信
満
々
で
芽
を
出
し
始
め
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
大
し
た
世
話
を
し
な
く
て
も
た
く
ま

し
く
育
っ
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

赤
紫
蘇
は
、
動
く
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
に
、
与

え
ら
れ
た
環
境
を
受
け
入
れ
る
し
か
生
き
て
い
く
道

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
も
三
年
も
の
時
が
経
つ

と
、
随
分
た
く
ま
し
く
な
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て

い
ま
す
。
き
っ
と
味
も
香
り
も
た
く
ま
し
く
な
っ
て

い
る
だ
ろ
う
な
ぁ
と
思
い
な
が
ら
、
つ
ま
み
喰
い
を

我
慢
し
て
い
ま
す
。

少
し
間
引
い
て
も
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
め
ん
好

き
な
息
子
達
は
、
も
う
少
し
大
き
く
な
る
の
を
待
っ

て
か
ら
、
薬
味
と
し
て
使
い
た
い
よ
う
な
の
で
、
も

う
し
ば
ら
く
我
慢
す
る
こ
と
に
し
ま
す
。

こ
の
我
慢
は
、
あ
と
少
し
の
期
間
で
す
か
ら
、
継

続
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

S e e  y o u  n e x t  t im e!
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う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
継
続
で
き
な

い
日
も
出
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
一
本
で
も
雑
草
を

抜
け
ば
、
継
続
で
き
た
こ
と
に
な
る
の
に
。

き
っ
と
、
あ
な
た
も
同
じ
よ
う
な
疑
問
を
感
じ
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

私
の
場
合
は
、
「
数
日
、
雑
草
を
抜
か
な
く
て
も

何
も
困
ら
な
い
か
ら
」
継
続
で
き
な
か
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
証
拠
に
、
「
雑
草
を

抜
か
な
く
て
は
困
る
と
い
う
状
況
に
な
る
と
、
作
業

を
す
る
か
？
」
と
尋
ね
ら
れ
る
と
、
「
作
業
を
行
い

ま
す
」
と
即
答
し
ま
す
。
多
少
、
時
間
が
な
く
て

も
、
体
が
疲
れ
て
い
て
も
き
っ
と
作
業
を
行
い
ま

す
。つ

ま
り
、
人
は
環
境
に
よ
っ
て
行
動
が
大
き
く
変

わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

当
た
り
前
と
言
え
ば
、
当
た
り
前
の
話
な
の
で
す

が
、
実
は
、
庭
に
生
え
て
い
た
赤
紫
蘇
は
、
環
境
の

大
切
さ
と
継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
力
強
く
教
え

て
く
れ
て
い
ま
す
。

庭
が
あ
る
と
「
家
庭
菜
園
で
も
し
よ
う
」
と
思
わ

れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
家
に
も
小
さ
い
庭
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
そ
こ

で
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
私
の
場
合
、
香

り
の
強
い
野
菜
が
大
好
き
な
の
で
、
バ
ジ
ル
・
唐
辛

子
・
紫
蘇
・
ネ
ギ
な
ど
を
育
て
る
こ
と
が
多
い
の
で

文
◉
渋
谷
浩
一
郎
様

施
主
様
か
ら
の
特
別
寄
稿

四
季
め
ぐ
る

空
気
が
う
ま
い
家

京
都
府
宇
治
市
で
空
気
が

う
ま
い
家
に
お
住
ま
い
の

渋
谷
様
ご
家
族
。

四
季
め
ぐ
る
そ
の
暮
ら
し
を
、

施
主
様
な
ら
で
は
の

エ
ッ
セ
イ
に
し
て
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
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栄
養
も
夏
の
香
り
も

余
す
こ
と
な
く

み
わ
・
と
き
こ
／
東
京
造
形
大
学
卒
業
後
、
デ
ザ
イ
ン
会
社
勤

務
を
経
て
２
０
１
１
年
鹿
児
島
に
移
住
後
、
２
０
１
３
年
フ
ー

ド
ス
タ
イ
リ
ス
ト
と
し
て
独
立
。
雑
誌
、
広
告
の
仕
事
の
傍
ら

鹿
児
島
市
にchipie -saloon of foodies-

と
い
う
名
の
ア
ト

リ
エ
で
料
理
教
室
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。

文
と
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三
輪
時
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そのまま食べてもおいしいパッションフルーツにひと手間かけると、さわやかに香り立つ夏の魔法がかかります。

パッションフルーツカード

レシピはウェブでご紹介しています

www. e - ka i ken . c om/omoya /

季
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を
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お
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私
た
ち
の
想
像
を
は
る
か
に
超
え
る
ス
ピ
ー
ド
と

影
響
力
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に
世
界
の
景
色
を
変
え

て
し
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。

出
口
は
あ
る
の
か
、
い
つ
訪
れ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
ま
だ
入
口
に
過
ぎ
な
い
の
か…

…

。
考
え
を
巡
ら
せ

て
も
想
像
の
域
を
さ
ま
よ
う
ば
か
り
で
す
。

と
に
か
く
今
私
た
ち
を
不
安
に
さ
せ
て
い
る
の
は

「
正
解
が
分
か
ら
な
い
」
と
い
う
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
言
っ
て
し
ま
え
ば
未
知
と
の
遭
遇
で
す
か
ら
、

当
然
確
実
な
回
答
な
ど
用
意
さ
れ
て
は
い
ま
せ
ん
。

た
だ
一
つ
間
違
い
な
く
言
え
る
の
は
、
一
歩
ず
つ

で
も
確
実
に
、
前
に
向
か
っ
て
進
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
。

歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
て
も
、
過
去
幾
度
と
な
く

同
じ
よ
う
な
状
況
を
乗
り
越
え
て
き
て
い
ま
す
。
明

確
に
闘
う
手
段
が
確
立
さ
れ
、
必
ず
安
心
で
き
る
そ

の
日
が
来
る
こ
と
を
信
じ
て
、
今
は
で
き
る
こ
と
を

全
力
で
行
い
、
自
分
自
身
を
含
め
、
大
切
な
人
達
を

守
る
た
め
の
生
き
方
を
選
択
し
て
い
く
こ
と
が
最
も

大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
ん
な
に
も
深
刻
で
大
き
な
影

響
に
な
る
と
は
、
発
生
初
期
の
段
階
で
は
想
像
す
ら

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
こ
と
が
直
接
の
原
因
で
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た

命
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

ま
さ
か
！？
と
思
う
よ
う
な
情
報
が
メ
デ
ィ
ア
か
ら
流

れ
て
く
る
た
び
、
よ
り
身
近
に
危
機
感
を
抱
く
よ
う
に

な
り
、
自
分
自
身
あ
ま
り
に
無
力
で
認
識
が
甘
か
っ
た

こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。
後
悔
は
し
た
く
な
い
、

そ
う
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ど
ん
な
理
由
が
あ
ろ
う
と
決
し
て
是
と
し
て
は
い
け

な
い
出
来
事
ば
か
り
で
す
が
、
全
て
を
無
駄
に
し
な
い

た
め
に
も
そ
こ
に
何
を
感
じ
取
る
の
か
、
一
つ
一
つ
の

行
動
と
選
択
が
瞬
時
に
未
来
を
分
け
て
し
ま
う
可
能
性

が
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
受
け
止
め
、
こ
の
先
の
教

訓
と
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、そ
う
思
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
私
た
ち
の
意
思
と
は
無

関
係
に
、
日
々
の
生
活
ス
タ
イ
ル
だ
け
で
は
な
く
、
経

済
の
状
況
す
ら
も
大
き
く
変
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
当
た
り
前
に
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
、

突
然
出
来
な
く
な
る
、
あ
る
意
味
強
制
的
な
時
代
の

変
革
。
そ
う
表
現
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
先
、
ま
た
別
の
予
期
せ
ぬ
新
た
な
脅
威

と
遭
遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
逆
境
と

日
々
共
存
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
未
来
が
待

ち
受
け
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

あ
く
ま
で
個
人
的
な
見
解
に
な
り
ま
す
が
、
私
た

ち
は
そ
う
い
う
未
来
を
少
し
で
も
回
避
す
る
た
め
に

も
、
改
め
て
こ
の
地
球
環
境
と
い
う
奇
跡
的
な
環
境

下
で
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
し
、
手
と
手
を

取
り
あ
っ
て
、
命
の
源
で
あ
る
こ
の
環
境
を
大
切
に

守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
だ
と
感
じ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
れ
こ
そ
が
即
ち
自
分
た
ち
を
大
切
に

す
る
と
い
う
こ
と
と
同
義
で
あ
り
、
明
る
い
未
来
へ

の
近
道
で
あ
り
、
希
望
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

世
界
は
こ
れ
か
ら
も
事
あ
る
ご
と
に
大
き
な
変
革

を
遂
げ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。
で
す
が
命
と
環
境

を
尊
重
す
る
想
い
だ
け
は
決
し
て
変
え
ず
に
持
ち
続

け
、
後
世
へ
と
正
し
く
導
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
私
た
ち
に
課
せ
ら
れ
た
大
事
な
使
命
だ
と
思

い
ま
す
。

だ
か
ら
そ
の
た
め
に…

…

現
在
を
精
一
杯
生
き
抜
い

て
い
き
ま
し
ょ
う
！

essay

浦上 日章
Ur a k am i  N i s s h o

変わりゆく世界
未来のために
現在を生き抜く
い ま

い
ま
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郵便はがき

福岡市早良区野芥2-27-5
カイケンコーポレーション（株）

役立つと思われる記事は？☝上の質問の回答番号よりお選びください＜ ＞

今後取り上げて
ほしいテーマ

『SAiN』への
ご意見・ご感想

お名前

（フリガナ） 生年月日　　 年　　 月　　 日

性別　（　男性　・　女性　）

ご住所　〒

お電話
Eメール メールマガジン配信  □希望  □希望しない

ご職業 会社員 ・ 公務員 ・ 自営業 ・ 学生 ・ 主婦 ・ その他

※アンケートにご協力ありがとうございました。プレゼント当選者は次号『SAiN』に掲載いたします。

① セミナー  ② 見学会・展示会 ③ DM ④ 友人・知人からの紹介
⑤その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

『SAiN』を知ったきっかけは？（番号を○でお囲みください）

「健康住宅」の
イメージは？

※お預かりした個人情報は、カイケンコーポレーション（株）と正規取扱工務店からのイベントや
見学会のご案内、本やプレゼント発送、アンケート集計以外には利用いたしません。尚、お客様の
個人情報は厳重に管理し、第三者に譲渡することはございません。

『SAiN』夏号vol.65 プレゼント係

この『SAiN』の裏表紙に記載されている
正規取扱店名を下記にご記入ください☟

ご愛読頂きましてありがとうございます。
アンケートにご記入いただきましてご応募ください。

8 1 4 0 1 9 0

第１希望

第２希望
ご希望プレゼント番号と
プレゼント名をご記入ください

キリトリ

山
折
り

キ
リ
ト
リ

●「空気がうまい家」「音響熟成木材」「幻の漆喰」「清活畳」はカイケンコーポレーション株式会社の登録商標です。 商標登録 「音響熟成木材」登録第4739348号取得 「幻の漆喰」登録第4739347号取得
「清活畳」登録第4827042号取得●「音響熟成木材」「幻の漆喰」「清活畳」は正規取引店のみでお取扱いしております。類似品にご注意ください。お取扱い工務店等はWEBサイトでお確かめいただけます。

◎お問い合わせはフリーダイヤルでお気軽に（9：00～17：00 ※土日祝／休）

◎最新情報はWEBサイトでどうぞ ht tp://www.e -ka iken .com カイケンコーポレーション

「空気がうまい家」
●本社／〒814-0171 福岡市早良区野芥2-27-5
●電話／092（874）6110 ●FAX／092（874）6113

ぜひアンケートにお答えいただき、プレゼントご応募ください！

ご愛読いただきありがとうございます。これからも読者の皆様にますます喜んでいた
だける情報誌『SAiN』にしていくために、どうぞアンケートにご協力をお願いいたし
ます。お名前・生年月日・性別・ご住所・TEL・職業・『SAiN』裏表紙に記載されてい
る「正規取扱店名」をご記入の上、アンケートにお答えいただき、下記宛先までご応
募ください。下のアンケート専用ハガキ・WEBでもご応募できます。

Q2「健康住宅」のイメージは？

Q4 役に立つと思われる記事はどれですか？（「Q3」の番号よりお選びください）

Q5 今後取り上げてほしいテーマ    Q6『SAiN』へのご意見・ご感想

Q7 ご希望のプレゼント番号とプレゼント名（第1・第2希望まで）

Q1『SAiN』を知ったきっかけは？
①セミナー　②見学会・展示会　③DM　④友人・知人からの紹介　⑤その他

●ハガキ応募先 〒814-0171 福岡市早良区野芥2-27-5
カイケンコーポレーション（株）「SAiN」夏号vol.65 プレゼント係

※当選者の皆様は次号（2020年秋号 vol.66／2020年9月発行予定）にて発表させていただきます。

アンケート専用ハガキの使い方

ハガキにご記入いただいた後、切り取り線
に合わせて、ハガキを切り取ります。１

切り取ったハガキを山折りにし、中面にのり
をつけ、貼り合わせます。をつけ、貼り合わせます。２

☞

記入漏れがない記入漏れがない
か確認いただき、き、

ポストへ投函函
ください。ください。

☜

読者アンケート

ご応募締切
2020年
8月16日
当日消印
有効

Q3 いちばん印象に残った記事は？（番号をご記入ください）
①表紙  ②P1. 目次  ③P2. 代表メッセージ  ④P3. 「無添加」というだけでは「健康住宅」と
言えない？ ⑤P4. KAIKENブランド  ⑥P5・6・7・8. 全国体感録（福岡県T様邸）  ⑦P9・10.
［特集］ウイルスから家族を守る住まいとライフスタイル  ⑧P11・12. 施主 渋谷浩一郎様エッ
セイ ⑨P13・14・15. おもやの食卓 ⑩P16. SAiNエッセイ  ⑪P17. こだわりプレゼント  ⑫
P17. 編集ほのぼの後記 ⑬裏表紙  ⑭その他（　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

0120-874-814

いちばん印象に残った記事は？いちばん印象に残った記事は？（番号を○でお囲みください）（番号を○でお囲みください）
①表紙  ②P1. 目次  ③P2. 代表メッセージ  ④P3. 「無添加」というだけでは「健康住宅」と①表紙 ②P1. 目次 ③P2. 代表メッセージ ④P3.「無添加」というだけでは「健康住宅」と
言えない？  ⑤P4. KAIKENブランド  ⑥P5・6・7・8. 全国体感録（福岡県T様邸）  ⑦P9・10.⑦P9・10.
［特集］ウイルスから家族を守る住まいとライフスタイル  ⑧P11・12. 施主 渋谷浩一郎様エッ郎様エッ
セイ  ⑨P13・14・15. おもやの食卓  ⑩P16. SAiNエッセイ  ⑪P17. こだわりプレゼント  ⑫ント ⑫

））

編
集
ほ
の
ぼ
の
後
記

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
被
害
や
不
幸
に
遭
わ
れ
た

全
て
の
方
々
に
対
し
て
、心
か
ら
の
お
見
舞
い
と

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

ま
た
今
も
な
お
最
前
線
で
奮
闘
い
た
だ
い
て
い
る

医
療
従
事
者
の
方
々
を
は
じ
め
と
す
る
全
て
の
人

に
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
ん
な
か
た
ち
で
あ
れ
、こ
の
現
状
も
い
ず
れ
は

少
し
ず
つ
落
ち
着
き
を
み
せ
て
く
る
か
と
は
思
い

ま
す
が
、私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
こ
れ
ま
で
通
り
、

自
分
自
身
だ
け
で
な
く
、か
け
が
え
の
な
い
大
切

な
人
を
守
る
た
め
、よ
り
健
康
な
住
空
間
で
暮
ら

す
こ
と
の
必
要
性
を
発
信
し
続
け
て
い
く
、そ
の

こ
と
に
全
力
を
投
じ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

CUT

山折り

●WEB応募先アドレス ＊スマートフォンは右のバーコードから☞
https://fkfb.f.msgs.jp/webapp/form/21221_fkfb_2/index.do

☜今号のプレゼントは左ページのアンケートにお答え頂きハガキ・WEBでご応募ください
＊WEBサイトプレゼントご応募アドレス
☞  ht tps://fk fb.f.msgs . jp/webapp/form/21221_fkfb_2/index .do

①音響熟成木材手づくりテーブルセット
内丸 英莉 様
②音響熟成木材×コハルライト コラボライト
辻 嘉和 様　　細川 香織 様

③オーガニックワイン
工藤 豪人 様 　笠松 左耶花 様 篠崎 美和 様
④ヴィーガンクッキー詰め合わせ
渡瀨 唯 様 片山 亜紀 様 小野 桃香 様
藤井 智之 様 末竹 明日香 様 田中 信子 様

ご当選おめでとうございます！ 2020年 春号（64号）プレゼント当選の皆様

右のバーコードからも
お申し込みフォームへ
アクセスできます☞

名
様１

名
様6名

様2

名
様3

こだわりプレゼント ※ご応募締切 2020年8月16日（日）

音響熟成木材手づくり家具の中で
も人気が高い、テーブルと椅子の
セット。使い込むほど木肌がなめ
らかになり、美しいツヤも出て、時
とともに愛着が増していきます。
写真のデザインで、寸法調整につ
きましてはご対応させていただき
ます。※当選者決定後の製作となります

特別な年にだけ作られる、オース
トリア・クレムスタールのデザー
トワイン。淡くゴールドを帯びて
輝くイエローの色。華やかで甘い
気品が漂う、熟してとろけそうな
果実の香り。そして、幸福な余韻
を長く残す、上品で繊細な甘口の
味わいがお楽しみいただけます。

音響熟成木材
手づくり
テーブルセット

オーガニックワイン
リースリング
ベーレンアウスレーゼ 白

特製和紙シートを組み立てると、
桜の花びらが立体的にうきあがる
素敵なインテリア照明器具「コハ
ルライト」。さくら色と電球色に切
替でき、2つの違う雰囲気が楽しめ
ます。このコハルライトと音響熟
成木材の手づくりスタンドをセッ
トにした特別コラボアイテムです。

ヘルシーで体に負担をかけない
お菓子が評判の福岡のヴィーガ
ン・スイーツカフェ「リリーバ
リー」。白砂糖、卵、乳製品などを
使わず、メープルシロップやオー
ガニック食材などのピュアでク
リーンな素材を使った、奥深い味
わいのクッキー詰め合わせです。

音響熟成木材と
コハルライトの
コラボライト

ヴィーガンクッキー
リリーバリー 
クッキー詰め合わせ
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１ 3

2 4

料金受取人払郵便料金受 便

城南局城
承認承認

201201
差出有効期間差出
令和2年4月1令和
日から令和4日から令和4
年3月31日まで年3月31日まで
＜切手不要＞＜切手不要＞ チ

ロ
ク
ロ
日
記家

で
過
ご
す
時
間
が
増
え
た

今
の
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、こ

れ
ま
で
以
上
に
ペ
ッ
ト
と
過

ご
す
時
間
が
増
え
た
方
々
も

多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

６
月
に
も
入
り
天
気
も
ジ
メ
ジ
メ
と
し
て
き
て
、

ま
た
こ
の
時
期
と
は
思
え
な
い
す
ご
い
暑
さ
の
日

も
あ
り
、私
た
ち
だ
け
で
な
く
、チ
ロ
ク
ロ
に
と
っ
て

も
な
ん
だ
か
過
ご
し
に
く
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
。

建
物
の
中
で
過
ご
す
時
間
は
人
生
の
大
半
を
占
め

ま
す
。こ
の
よ
う
な
状
況
下
で

さ
ら
に
そ
の
時
間
も
増
え
、

改
め
て
住
空
間
っ
て
大
切

だ
な
ぁ
と
考
え
さ
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
ま
た
次
回
！

Ｓ
Ａ
ｉ
Ｎ
編
集
部
浦
上
日
章
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お問い合わせは●カイケンコーポレーション健康自然建材 正規取扱店
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